
注　意
１　先生の合図があるまで，冊子を開かないでください。
２　調査問題は，１ページから 30 ページまであります。
３　解答は，すべて解答用紙（解答冊子の「数学Ａ」）に
記入してください。

４　解答は，ＨＢまたはＢの黒鉛筆（シャープペンシル
も可）を使い，濃く，はっきりと書いてください。

５　解答を選択肢から選ぶ問題は，解答用紙のマーク欄
を黒く塗りつぶしてください。

６　解答を記述する問題は，指示された解答欄に記入し
てください。解答欄からはみ出さないように書いてく
ださい。

７　解答には，定規やコンパスは使用しません。
８　解答用紙の解答欄は，裏面にもあります。
９　調査時間は，45 分間です。
10　 「数学Ａ」の解答用紙に，組，出席番号，性別を記
入し，マーク欄を黒く塗りつぶしてください。

数学 Ａ
中学校第３学年



中数Ａ－1

次の（１）から（４）までの各問いに答えなさい。

（１） 
7

5

4

3
を計算しなさい。

（２） 下のアからエまでの計算のうち，次の２つのことが両方ともいえ
るのはどれですか。正しいものを１つ選びなさい。

・ a と b が自然数のとき，計算の結果が自然数にならない
ことがある。

・ a と b が整数のとき，計算の結果はいつも整数になる。

ア　 a+ b

イ　 a- b

ウ　 a b

エ　 a b
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中数Ａ－2

（３） 絶対値が５である負の数を書きなさい。

（４） ３-２ （-４）を計算しなさい。



中数Ａ－3

次の（１）から（４）までの各問いに答えなさい。

（１） （４a-６）-２（ a-３）を計算しなさい。

（２） 連続する３つの自然数のうち，最も小さい自然数を n とするとき，
その連続する３つの自然数をそれぞれ n を用いた式で表しなさい。
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中数Ａ－4

（３） 青色のテープと黄色のテープがあります。青色のテープの長さは
a m，黄色のテープの長さは b m です。

  青色のテープの長さが黄色のテープの長さの何倍であるかを， 
a，b を用いた式で表しなさい。

（４） 等式 ３x+ y ＝７ を，y について解きなさい。



中数Ａ－5

次の（１）から（４）までの各問いに答えなさい。

（１） 一次方程式 ０.１x+１＝１.５ を解きなさい。
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中数Ａ－6

（２） 次の問題と方程式をつくるための考え方を読んで，下の ア
と イ に当てはまる式を書きなさい。

問題
ある学級の人数は全部で３７人で，男子は女子より５人多い

そうです。この学級の女子の人数を求めるために方程式をつく
りなさい。

方程式をつくるための考え方
　求めたい数量である，女子の人数を x 人とする。

　「男子の人数」に着目すると，
「男子の人数」は，女子の人数より５人多いので，文字 x
を使って，（ x+５）人と表すことができる。

　また，「男子の人数」は，学級の全部の人数から女子の人
数をひけばよいので，文字 x を使って，（ ア ）人と 
表すこともできる。

　「男子の人数」を ， のように２通りの式で表すことが
できるので，方程式は等号を使って イ と
表すことができる。



中数Ａ－7

（３） 連立方程式
x+ y＝４
３x+２y＝９

の解を求めるために，２つの二元 

一次方程式 x+ y＝４，３x+２y＝９をそれぞれ成り立たせる x，y
の値の組を調べています。次の表１，表２は，x の値が -１から５ま
での整数のときについて調べたものです。

表１　 x+ y ＝４ を成り立たせる x，y の値の組

x -１ ０ １ ２ ３ ４ ５

y ５ ４ ３ ２ １ ０ -１

表２　３x+２y ＝９ を成り立たせる x，y の値の組

x -１ ０ １ ２ ３ ４ ５

y ６ ４.５ ３ １.５ ０ -１.５ -３

  この連立方程式の解について正しく述べたものを，下のアからオ
までの中から１つ選びなさい。

ア　 x ＝１，y ＝３の値の組は，表１，表２の両方にあるので，
この連立方程式の解である。

イ　 x＝１，y＝３の値の組は，表１にあるので，この連立方程式
の解である。

ウ　 x＝１，y＝３の値の組は，表２にあるので，この連立方程式
の解である。

エ　 x＝１，y＝３の値の組は，x，y の値がともに整数なので，
この連立方程式の解である。

オ　表１，表２の x，y の値の組の中には，この連立方程式の解は
ない。



中数Ａ－8

（４） 連立方程式
y＝２x-１
y＝ x+３

を解きなさい。



中数Ａ－9

次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１） 直線ℓ上の点Ｐを通るℓの垂線を，下の ， ， の手順で作図
しました。

作図の方法

　点Ｐを中心として，適当な半径の円をかき，ℓとの交点を
それぞれ点Ａ，点Ｂとする。
　点Ａ，点Ｂを中心として，等しい半径の円を交わるように
かき，その交点の１つを点Ｑとする。
　点Ｐと点Ｑを通る直線をひく。

ℓ
Ｐ

ℓ
ＰＡ Ｂ

Ｑ

  この作図の方法は，対称な図形の性質を用いているとみることが
できます。どのような性質を用いているといえますか。下のアから
オまでの中から正しいものを１つ選びなさい。

ア　点Ａを対称の中心とする点対称な図形の性質を用いている。

イ　点Ｂを対称の中心とする点対称な図形の性質を用いている。

ウ　点Ｑを対称の中心とする点対称な図形の性質を用いている。

エ　直線ＡＢを対称軸とする線対称な図形の性質を用いている。

オ　直線ＰＱを対称軸とする線対称な図形の性質を用いている。
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中数Ａ－10

（２） 下の図のように，線分ＡＢの中点Ｃをとり，辺ＡＣ，辺ＣＢをそれ
ぞれ１辺とする正三角形ＤＡＣ，正三角形ＢＥＣをつくります。

Ａ

Ｄ Ｅ

Ｃ Ｂ

  正三角形ＤＡＣを，点Ｃを中心として時計回りに回転移動して，正
三角形ＢＥＣにぴったり重ねるには，何度回転移動すればよいですか。
その角度を求めなさい。



中数Ａ－11

次の（１）から（４）までの各問いに答えなさい。

（１） 下の図のような直方体があります。四角形ＣＧＨＤの４つの辺ＣＧ，
ＧＨ，ＤＨ，ＣＤのうち，辺ＢＦとねじれの位置にある辺をすべて書
きなさい。

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ Ｇ

Ｈ

（２） 底面が下の図のような平行四辺形で，高さが１０cm の四角柱が
あります。この四角柱の底面積と体積を求めなさい。

６cm

８cm

７cm
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中数Ａ－12

（３） 右の図は，ある立体の投影図で，正面
から見た図（立面図）と真上から見た図
（平面図）で表したものです。この立体
の見取図が下のアからオまでの中にあり
ます。正しいものを１つ選びなさい。

ア イ

ウ エ オ

立
面
図

平
面
図



中数Ａ－13

（４） 下の図のように，底面の直径と高さが等しい円柱の容器と，この
円柱の容器にぴったり入る球があります。この円柱の容器には，高
さを６等分した目盛りがついています。

　　　　　　

  この円柱の容器に，球の体積と同じ量の水を入れます。このとき，
下のアからオまでの中に，球の体積と同じ量の水を表している図が
あります。正しいものを１つ選びなさい。

ア イ ウ

エ オ



中数Ａ－14

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１） 下の図で，直線ℓ，m は平行です。このとき，∠ x の大きさを
求めなさい。

ℓ
６０° ５０°

７０°

m
x
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中数Ａ－15

（２） 図１のように五角形の外側に点Ｐをとり，図２の六角形をつくる
と，頂点Ｐにおける内角は１２０°になりました。

図１　　　　　　　　　　　　　　図２

ＰＰ
１２０°

  図２の六角形の内角の和は，図１の五角形の内角の和と比べて 
どうなりますか。下のアからオまでの中から正しいものを１つ選 
びなさい。

ア　図２の六角形の内角の和は，図１の五角形の内角の和より 
１２０°大きくなる。

イ　図２の六角形の内角の和は，図１の五角形の内角の和より 
１８０°大きくなる。

ウ　図２の六角形の内角の和は，図１の五角形の内角の和より 
３６０°大きくなる。

エ　図２の六角形の内角の和は，図１の五角形の内角の和と 
変わらない。

オ　図２の六角形の内角の和が，図１の五角形の内角の和と 
比べてどうなるかは，問題の条件だけでは決まらない。



中数Ａ－16

（３） 下の図のような合同な２つの三角形があります。このとき，∠ x
の大きさを求めなさい。

３２°
１０８°

４cm

　　　　

１０８°

x

４cm



中数Ａ－17

次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１） 「２つの角が等しい三角形は，二等辺三角形である」ことを次の
ように証明しました。

証明

∠Ｂと∠Ｃが等しい ＡＢＣで，
∠Ａの二等分線と辺ＢＣとの交点をＤとする。
ＡＢＤと ＡＣＤにおいて，

仮定から， ∠Ｂ＝∠Ｃ ……①
ＡＤは∠Ａの二等分線だから，
 ∠ＢＡＤ＝∠ＣＡＤ  ……②
三角形の内角の和が１８０°であることと，
①，②から，
 ∠ＡＤＢ＝∠ＡＤＣ  ……③
共通な辺だから，
 ＡＤ＝ＡＤ  ……④
②，③，④より， から，
 ＡＢＤ≡ ＡＣＤ

合同な図形の対応する辺の長さは等しいから，
 ＡＢ＝ＡＣ
したがって，２つの角が等しい三角形は，二等辺三角形である。

Ａ

Ｂ ＣＤ

  上の証明の に当てはまる合同条件を，下の
アからオまでの中から１つ選びなさい。

ア　３辺がそれぞれ等しい

イ　２辺とその間の角がそれぞれ等しい

ウ　１辺とその両端の角がそれぞれ等しい

エ　直角三角形の斜辺と他の１辺がそれぞれ等しい

オ　直角三角形の斜辺と１つの鋭角がそれぞれ等しい
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中数Ａ－18

（２） 長さの等しい２本の棒を２種類用意
して，右の図のように組み合わせます。
このときできる四角形は，いつでも平
行四辺形になります。

  この四角形がいつでも平行四辺形に
なることの根拠となることがらが，下
のアからオまでの中にあります。正し
いものを１つ選びなさい。

ア　２組の向かい合う辺がそれぞれ平行な四角形は，平行四辺形
である。

イ　２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい四角形は，平行四辺形
である。

ウ　２組の向かい合う角がそれぞれ等しい四角形は，平行四辺形
である。

エ　１組の向かい合う辺が平行でその長さが等しい四角形は， 
平行四辺形である。

オ　対角線がそれぞれの中点で交わる四角形は，平行四辺形 
である。



中数Ａ－19

ある学級で，「三角形の外角の和は３６０°である」ことの証明につい
て，次の ， を比べて考えています。

右の図の ABC で，
　∠ d ＝１８０°－∠ a
　∠ e ＝１８０°－∠ b
　∠ f ＝１８０°－∠ c
また，三角形の内角の和は１８０°であるから，
　∠ a + ∠ b + ∠ c ＝１８０°

したがって，
∠ d +∠ e +∠ f ＝（１８０°－∠ a）+（１８０°－∠b）+（１８０°－∠ c）

 ＝５４０°－（∠ a + ∠ b + ∠ c）
 ＝５４０°－１８０°
 ＝３６０°
よって，三角形の外角の和は３６０°である。

Ａ

Ｂ
Ｃ

cb

d
a

f

e

右の図の ABC で，
各頂点における外角の大きさをそれぞれ測ると，

　頂点Ａの外角の大きさは１０８°，
　頂点Ｂの外角の大きさは１１６°，
　頂点Ｃの外角の大きさは１３６°である。

したがって，それらの和を計算すると，
　１０８°+ １１６°+ １３６°＝３６０°
よって，三角形の外角の和は３６０°である。

Ａ

Ｂ
Ｃ

１０８°

１３６°

１１６°

8



中数Ａ－20

どんな三角形でも外角の和は３６０°であることの証明について，正し
く述べたものが下のアからオまでの中にあります。それを１つ選びな
さい。

ア　 も も証明できている。

イ　 は証明できており， は形の違うたくさんの三角形で同じよ
うに確かめれば証明したことになる。

ウ　 は証明できているが， は形の違うたくさんの三角形で同じ
ように確かめても証明したことにならない。

エ　 も も形の違うたくさんの三角形で同じように確かめれば 
証明したことになる。

オ　 は形の違うたくさんの三角形で同じように確かめれば証明し
たことになるが， はそれでも証明したことにはならない。



中数Ａ－21

下の表は，定形外郵便物の料金表です。この表の重量と料金の関係
について，下のアからオまでの中から正しいものを１つ選びなさい。

重量
５０g
まで

１００g
まで

１５０g
まで

２５０g
まで

５００g
まで

１kg
まで

２kg
まで

４kg
まで

料金
１２０
円

１４０
円

２００
円

２４０
円

３９０
円

５８０
円

８５０
円
１１５０

円

定形外郵便物で扱っている重量は４kg までです。

ア　料金は重量に比例する。

イ　料金は重量に反比例する。

ウ　料金は重量の一次関数である。

エ　料金は重量の関数であるが，比例，反比例，一次関数のいずれ
でもない。

オ　料金は重量の関数ではない。
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中数Ａ－22

問題は，次のページに続きます。



中数Ａ－23

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１） 下のアからエまでの中に，比例 y ＝ -３x のグラフがあります。
それを１つ選びなさい。

Ｏ-５ ５

-５

５

y

x

ア

Ｏ-５ ５

-５

５

y

x

イ

Ｏ-５ ５

-５

５

y

x

ウ

Ｏ-５ ５

-５

５

y

x

エ
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中数Ａ－24

（２） 比例のグラフは，原点Ｏ（０，０）と，もう１つの点をとり，これ
らを通る直線をひいてかくことができます。

  比例 y ＝-２x のグラフをかくには，原点以外にどのような点をと
ればよいですか。その点の座標を１つ求めなさい。

（３） 下の図の曲線は，反比例 y ＝
x

4
のグラフの一部です。

 解答用紙の図に，この反比例のグラフをかきなさい。

y

４

-４

-４
４Ｏ
x



中数Ａ－25

次の（１）から（４）までの各問いに答えなさい。

（１） 気温は，地上から１００００m ぐらいまでは，高さが高くなるのにと
もなって，ほぼ一定の割合で下がることが知られています。

  「地上から１００００m までは，高さが高くなるのにともなって，気
温が一定の割合で下がる」と考え，高さ xm の気温を y ℃として，
この範囲の x と y の関係をグラフに表します。このとき正しいグ
ラフが下のアからオまでの中にあります。それを１つ選びなさい。

ア
y

x（m）

（℃）

Ｏ １００００

y

x（m）

（℃）

Ｏ １００００

イ

y

x（m）

（℃）

Ｏ １００００

ウ
y

x（m）

（℃）

Ｏ １００００

エ

y

x（m）

（℃）

Ｏ １００００

オ
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中数Ａ－26

（２） 一次関数 y ＝４x-３ について，x の係数が４であることから 
どのようなことがいえますか。下のアからオまでの中から正しい 
ものを１つ選びなさい。

ア　 x の値が１増えるとき，y の値はいつも４増える。

イ　 x の値が１増えるとき，y の値はいつも４減る。

ウ　 y の値が１増えるとき，x の値はいつも４増える。

エ　 x の値が１のとき，y の値は４である。

オ　 y の値が１のとき，x の値は４である。

（３） 下の表は，ある一次関数について，x の値と y の値の関係を示し
たものです。y を x の式で表しなさい。

x ･･･ -２ -１ ０ １ ２ ･･･

y ･･･ -１ ２ ５ ８ １１ ･･･



中数Ａ－27

（４） 次の図は，比例 y ＝２x のグラフです。このグラフをもとにして
一次関数 y ＝２x-４ のグラフをかくにはどのようにすればよい
ですか。下のアからエまでの中から正しいものを１つ選びなさい。

y

５

-５

-５ ５Ｏ
x

ア　 y ＝２x のグラフ上のいくつかの点を，x 軸の正の方向に 
４だけ動かし，それらの点を通る直線をひく。

イ　 y ＝２x のグラフ上のいくつかの点を，x 軸の負の方向に 
４だけ動かし，それらの点を通る直線をひく。

ウ　 y ＝２x のグラフ上のいくつかの点を，y 軸の正の方向に 
４だけ動かし，それらの点を通る直線をひく。

エ　 y ＝２x のグラフ上のいくつかの点を，y 軸の負の方向に 
４だけ動かし，それらの点を通る直線をひく。



中数Ａ－28

金属線に電圧を加えると電流が流れます。一般に，抵抗 R（Ω
オーム

）の
金属線の両端に，V（Ｖ

ボルト

）の電圧を加えたとき，流れる電流を I（Ａ
アンペア

） 
とすれば，電圧 V を次のように表すことができます。

V ＝ RI

電圧V が一定のとき，抵抗 Rと電流 Iの関係について，下のアからエ
までの中から正しいものを１つ選びなさい。

ア　 I は R に比例する。

イ　 I は R に反比例する。

ウ　 I は R の一次関数である。

エ　 R と I の関係は，比例，反比例，一次関数のいずれでもない。
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中数Ａ－29

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１） ２枚の硬貨Ａ，Ｂを同時に投げるとき，２枚とも表の出る確率を
求めなさい。ただし，硬貨の表と裏の出方は，同様に確からしいも
のとします。

（２） ある学級の生徒３５人が１００点満点の試験を受けました。得点の
中央値は５０点でした。このとき必ずいえることが下のアからエま
での中にあります。それを１つ選びなさい。

ア　３５人の得点の最高点と最低点の差は５０点である。

イ　３５人のうち，５０点の得点の人数が最も大きい。

ウ　３５人の得点の合計を３５で割ると，５０点である。

エ　３５人の得点を高い順に並べたとき，高い方から１８番目の人
の得点が５０点である。
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中数Ａ－30

（３） 次の図は，ある市の２０１０年８月の日ごとの最高気温の記録を 
ヒストグラムに表したものです。このヒストグラムから，たとえば，
２６℃以上２８℃未満の日が２日あったことが分かります。

２０１０年８月の日ごとの最高気温
（日）

（℃）

日
数

気温

１５

１０

５

０
２６ ２８ ３０ ３２ ３４ ３６ ３８

  最高気温が３０℃以上の日は何日あったでしょうか。下のアから
オまでの中から正しいものを１つ選びなさい。

ア　  ４日

イ　  ７日

ウ　１１日

エ　２０日

オ　２４日
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